
与謝野町役場 企画財政課

公共施設の現状

2021.11よさの地域デザイン会議



　よさの地域デザイン会議における視点

【　よさの地域デザイン会議　】

　公共サービスのあり方に視点を
置いて、それに必要な公共施設
のあり方を考える

公共施設は公共サービスを提供するための一つの方法

ターゲットは２０４５年



公共施設の総数を減らしながら

公共サービスの質の維持･向上

　目指す方向性



庁舎
　・与謝野町役場、岩滝保健センター
　・加悦庁舎、元気館
　・野田川庁舎北庁舎

大規模集会施設
　・加悦地域公民館（図書館加悦分室含む）
　・知遊館（図書館含む）
　・中央公民館（図書館野田川分室含む）
　・野田川わーくぱる

小学校
　・加悦小学校
　・三河内小学校、市場小学校、山田小学校、
　　石川小学校
　・岩滝小学校

中学校
　・加悦小学校、江陽中学校、橋立中学校

こども園・保育所
　・かやこども園、桑飼保育園
　・のだがわこども園、山田保育所、石川保育所
　・かえでこども園

体育館
　・大江山体育館
　・岩滝体育館、岩滝小体育館、農業者健康管理施設
　・野田川体育館

グラウンド
　・大江山運動公園グラウンド、
　　　　　　　　　　　算所社会体育グラウンド
　・岩滝グランド
　・野田川グラウンド

テニスコート
　大江山運動公園テニスコート
　野田川テニスコート
　城山公園テニスコート

　町が保有する同種の施設





　これ以降の内容は、平成30年3月に策定した与謝野町
公共施設等総合管理計画（実施計画）に示されている
施設の現状、基本方針、今後の方針を元に作成しています。

　なお、施設の現状などについては、現在の状況に修正した
事項もあります。

　留意事項



庁舎
　現状の庁舎を３つとも建替え・大規模改修をして維持していくことは考え難く、総合
庁舎が望ましいとしている。

与謝野町役場 ・住民係を設置し、住民基本台帳、戸籍、
印鑑登録等の業務を実施
・岩滝保健センターが隣接

（令和２年度）
戸籍届受付件数　179件
住民基本台帳異動届受付件数　741件

加悦庁舎 ・住民係を設置し、住民基本台帳、戸籍、
印鑑登録等の業務を実施
・教育委員会、議場あり
・元気館、CATVセンターと併設

（令和２年度）
戸籍届受付件数　242件
住民基本台帳異動届受付件数　861件

野田川庁舎
北庁舎

・住民環境課により、住民基本台帳、戸籍、
印鑑登録等の業務を実施
・老朽化により閉鎖している野田川庁舎本
館の解体時期が未だ未定

（令和２年度）
戸籍届受付件数　173件
住民基本台帳異動届受付件数　815件

・職員数は横ばい、どの庁舎も目一杯活用している状況
・空調設備についてR22冷媒から変更の必要あり（加悦庁舎だけで約２億円）
・毎年度、実質収支の１０％を総合庁舎建設基金に積立



大規模集会施設

加悦地域
公民館
(築46・
2004改
修)

・こども・高齢者・一般講座、貸室など多用
途で利用
・図書貸出5,532人（R2)
・大江山グラウンド・体育館利用受付窓口
・加悦学童保育として臨時利用中。かや認
定こども園新園舎完成後、現かやこども園
園舎へ移転予定

英会話サークル、与謝野弦
楽合奏団、加悦囲碁クラブ、
要約筆記さくら草、吟舞クラ
ブ（舞）、ひまわり（民
踊）、しらさぎ会（民踊）、
水仙句会など

（R元）
431件

5,842人
（R2）

264件
2,708人

中央公民
館
（築39）

・こども・高齢者講座、貸室など多用途で利
用
・図書貸出6,459人（R2)
・野田川グラウンド・体育館利用受付窓口、
及び野田川体育館施設管理
・設備の修繕が必要な状況であるものの、
のだがわ認定こども園新園舎建設の方向
性が定まらない状況の中、中央公民館の
今後の方向性が定まっていない。

野田川囲碁連盟など （R元）
268件

3,704人
（R2）

165件
1,374人

　どの施設も利用が高い施設です。基本的に建替えるという方針ではなく、長寿命化
改修を施し維持していくことになります。ただし、中央・加悦地域公民館は老朽化が
進んでいます。
　図書館及び図書館分室を地域ごとに設置している施設もあります。



大規模集会施設
野田川
わーくぱる
（築29）

・展示、イベント、音楽・演劇、貸室な
ど多用途で利用
・施設内外の機械設備等の修繕（約
２億円を超える改修費）が必要

文化団体、サークル団体、カラオ
ケ団体、生け花教室、加悦谷高
校学生課外授業、加悦谷高校
部活動、郵便局会議、企業の会
合、企業展示販売（家電ほか）、
宮津与謝ＰＴＡ研修会、京都
府等の会議、検診（町）、献血
（日赤）、着付教室、就職相談
（ハローワーク等）など

（R元）
851件

36,870人
（R2）

408件
11,949人

知遊館
（築20）

・図書貸出7,827人（R2)
・展示、イベント、音楽・演劇、貸室な
ど多用途で利用
・隣接する岩滝ふれあいセンターも利用
度が高く維持していく施設との判断であ
るが、大掛かりな修繕が必要となる建
物・機器事案あり。

岩滝混声合唱団、ウインドオーケ
ストラ与謝、琴修会、Ging 
Nang(民族楽器練習）、オカリ
ナ・ガンバルンバ、岩滝長寿会連
合会茶和会、ほほえみマナーの会、
きものを楽しむ会、あじさい句会、
卯の花句会、よさの絵手紙同好
会、岩滝墨絵同好会、紙遊倶楽
部、おはなし倶楽部よむよむ、中
国語講座など

（R元）
1,399件

17,215人
（R2）

1,017件
7,792人



小学校

加悦地域 ・令和2年加悦小学校に再編統合し１校（R3児童数256人）
・プール設備の老朽化
・統合した加悦小学校においても、数年後に１クラスになる学年が出てくると予測。

野田川地域 ・三河内（91人）、市場（148人）、山田（90人）、石川（94人）の４
校
・プール設備の老朽化
・小学校の適正規模として、学年2学級程度、1学級25人から30人を理想とし
ているが、野田川地域の再編児童数で判断すると、令和12年度以降でないと
２クラスの編成ができない。
・野田川地域のすべての小学校が令和3年時点で築43年以上であり、各所で
修繕が必要な状況（長寿命化工事には新築の約３分の２の工事費が必要）

岩滝地域 ・旧町時代から岩滝小学校１校（R3児童数244人）
・プール設備の老朽化

　学校等の適正規模適正配置に関する基本方針では、「平成34年度での一斉統合を基本とし、旧町ご
とに一つの既存校舎を活用する。」としており、「岩滝地域は岩滝小学校、加悦地域は加悦小学校、野
田川地域は市場小学校の現校舎を活用し統合する。」、「通学する小学校の変更は1回を超えない。」と
しています。

※旧岩屋小学校及び旧与謝小学校の体育館・グランドは、社会体育施設として一般利用可能だが、校舎は未活用施
設のままとなっている。
※旧桑飼小学校は、加悦地域の認定こども園の新園舎建設及び民間福祉施設建設のため解体済



中学校

加悦中学校
（2016年新築）

江陽中学校（築35年） ・各所で修繕が必要な状況

与謝野町宮津市組合立 
橋立中学校（築40年）

・各所で修繕が必要な状況
・体育館の大規模修繕が必要

　学校等の適正規模適正配置に関する基本方針どおり当面は現状維持とされてい
ます。



こども園・保育所

加悦地域 ・かやこども園（R3園児数109人）、桑飼保育園（R3園児数49
人）
・加悦地域こども園（仮称）新園舎まもなく完成
　※新園舎へ移転・統合後は、かやこども園舎を加悦学童保育で利
用予定

野田川地域 ・のだがわこども園（R3園児数131人）、山田保育所（R3園児数
45人）、石川保育所（R3園児数89人）
・のだがわこども園新園舎建設について未決定
・のだがわこども園長寿命化計画策定に着手

岩滝地域 ・かえでこども園１園体制（R3園児数169人）

　「子ども・子育て支援事業計画」の方針（幼保連携型の認定こども園を地域ごとに
１園ずつ整備）を実施することとします。加悦・野田川地域の建設場所・実施時期
は、その後の町の方針に基づき示します。

※聖三一幼稚園：通園者10名程度
※こどもの森保育園：通園舎40名程度。旧三河内幼稚園を改修後、小規模保育事業として認可のうえ、小規模保
育所として小規模保育事業（0～2歳児　19人以下）を開始。



放課後児童クラブ
加悦地域 加悦学童保育（加悦地域公民館内）実利用者52人（定員数70人）

※かやこども園新園舎完成後、現かやこども園園舎へ移動
野田川地域 三河内学童保育所（民間借上げ）　実利用者15人（定員数15人）

市場学童保育所　実利用者28人（定員数30人）
山田学童保育所　実利用者24人（定員数30人）
石川学童保育所（旧医師住宅）　実利用者20人（定員数20人）

岩滝地域 岩滝学童保育所（旧かえでこども園）　実利用者42人（定員数50人）

加悦地域 やすらの里にてNPO法人に運営委託
　延べ利用者数　1,460人（R2年度）

野田川地域 旧岩屋保育所園舎にて直営
　延べ利用者数　3,433人（R2年度）

岩滝地域 旧かえでこども園舎にてNPO法人に運営委託
　延べ利用者数　2,528人（R2年度）

子育て支援センター



体育館・グラウンド・テニスコート

大江山体育館（築39）
大江山運動公園グラウンド
大江山テニスコート

平成25年度大規模改修実施
夜間照明の更新問題あり
夜間照明廃止の方向で調整中

野田川体育館（築39）
野田川グラウンド
野田川テニスコート

夜間照明の更新問題あり
夜間照明廃止の方向で調整中

岩滝体育館（築40）
岩滝小体育館
岩滝グラウンド
城山公園テニスコート
弓道場

耐震性の問題あり、R3雨樋修繕に約1350万円

夜間照明の更新問題あり
夜間照明更新の方向で調整中

　スポーツ施設は町民の健康増進を図るために重要な施設であり、子供から高齢者
まで利用が多い施設です。基本的には維持していく方針になりますが、老朽化の状
況なども考慮し、今後のあり方を検討していく必要があります。また、利用料水準の
見直しも議論していく必要があります。なお、各小中学校体育館の活用も可能。

※災害時において、岩滝グラウンドは「応急仮設住宅建設候補地」とし、大江山運動公園グラウンド及び
野田川グラウンドは「災害廃棄物仮置場候補地」としている。



施設 主な利用団体

大江山運動公
園体育館

かやスポ、加悦バスケ、かやスポ、加悦バドミントン、空手、
キックボクシング

（R元）　　（R2）
332件　　　　292件

6,042人　　3,515人

野田川体育館
町バレー協会、野田川スポーツクラブ、野田川ショートテ
ニス、野田川太極拳、ソフトバレーT、江陽中バレー部、
古式武道、空手、ジュニア柔道教室

（R元）　　（R2）
610件　　　410　件

11,115人　　6,204人

岩滝体育館 Aバレー、Gバレー、町バスケ、スポ進、体力づくりクラブ、
岩滝ミニバス、Kバレー、岩滝剣道教室、合気道、バレエ

（R元）　　（R2）
618件　　　　189件

8,565人　　4,139人

岩滝小体育館 野田川バドミントン、岩滝バドミントン、町卓球協会
（R元）　　（R2）

241件　　　　159件
2,445人　　1,588人

体育館・グラウンド・テニスコート



施設 主な利用団体

大江山運動公
園グラウンド

加悦ソフトボール協会、与謝野町野球連盟加悦支部、
消防団

（R元）　　　(R2)
158件　　　　58件

8,578人　　2,330人

野田川グラウンド 野田川ソフトボール協会、T野球T、TソフトボールT
（R元）　　　(R2)

571件　 　　421件
8,947人　　5,155人

岩滝グラウンド 町ソフトボール協会、N野球部、B野球T、IソフトT
（R元）　　　(R2)

271件 　　　108件
4,461人　　3,018人

大江山運動公
園テニスコート かやスポーツクラブ、加悦ソフトテニスクラブ、Yテニスクラブ

（R元）　　　(R2)
281件 　　　183件

2,632人　　1,455人

野田川テニス
コート 野田川テニスクラブ

（R元）　　　(R2)
160件　 　　124件

5,386人　　2,818人

城山公園テニス
コート

岩滝ソフトテニス教室、岩滝ソフトテニスクラブ、野田川ソ
フトテニスクラブ

（R元）　　　(R2)
864件　 　　382件

4,695人　　4,039人

体育館・グラウンド・テニスコート



体育館・グラウンド（小学校・中学校）

学　校 主な利用団体
加悦小学校 与謝野ジュニアバレー、加悦ミニバス、Tバレー、加悦・三河内剣道

旧与謝小学校 与謝野ジュニアバレー、Hバレー、Sよさこい
旧岩屋小学校 野田川スターボーイズ、Gバレー、Iバレー、卓球クラブ
三河内小学校 加悦体操クラブ、軟式排球部、Dソフトバレー、Nソフトバレー
市場小学校 Sソフトバレー、市場少女バレー、Mバレー、Iバレー、Oバレー
山田小学校 健康バドミントン、Yソフトバレー、Tソフトバレー、Aソフトバレー、Wバレー
石川小学校 町バスケ、石川バレー、石川ミニバス、Cソフトバレー、Iソフトバレー、Sソフトバレー
岩滝小学校 岩滝少女バレー、Nバレー、Nソフトバレー、Tフットサル
加悦中学校
江陽中学校 Aバレー、Rフットサル、Fフットサル、Gソフト
橋立中学校 Jソフトバレー、Sバスケ、Mバレー

　学校の体育館・グラウンドは、夜間と土・日・祝日において社会施設として利用して
います。
　※旧与謝小学校、旧岩屋小学校について日中も利用可能です。



大規模公園

大江山運動公園 ・周辺において、若者センターが倉庫として活用するにとどまっており、
またテニスコートナイター設備の劣化、農村女性の家の廃止、松風
庵の廃止、加悦SL広場が閉園するなど、同エリアの将来構想が必
要

野田川森林公園 ・野田川ユースセンターの京都府からの譲渡を検討中

阿蘇シーサイドパーク ・阿蘇ベイエリアマスタープランに基づく地域づくりの推進
　シーサイドピクニックとしてキッチンカーによる出店あり
・阿蘇シーサイドパークにスケートボード練習場の建設を求める要望
書と署名が提出（2021年10月）

　大規模公園は基本的に維持 （小規模な修繕を行いながら維持していく施設です
が、新たな整備を行う場合は、民間活力の導入等により町負担の軽減を図ります。




